
【執筆者より】
　化学物質の製造・供給・使用などは、日本国内だけに限定されません。数多くの化学物質が日本に輸入され、同様に外国に輸出されていま
す。このようなとき、当事者はどのようにSDSに向かい合えばよいのでしょうか。端的に言えば、化学物質の供給者であれば、定められた様式を
用いて英語でSDSを作成して提供することが求められます。逆に、輸入業者や使用者は、外国で作成された英語のSDSを理解する必要があり
ます。
　これまでに、MSDSの英語表現に関する教材はそれほど多くはありませんでした。今回出版の「英文ＳＤＳ入門　作成と読解」は、まさにSDSを
英語で作成する人や英語版SDSを読解する人たちを対象にした入門書であります。特段の英語の能力や経験はあまり必要としません。かなり
類型的な表現が多いので、コツをつかめば実践力は付いてくると思います。
　本書が、初歩からSDSを英語で作成しようとする人、あるいは英語版SDSを読解しようとする人にとって有益なものになることを願います

★特段の英語能力や経験は不要！類型的な表現を学び、実践力を養う！
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（書籍申し込み要領）
◎右記記入の上、FAXでお申込を承ります。
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英文ＳＤＳ入門
　　 作成と読解

★各国及び国内のSDSの基本的記載事項を対比し、類型的な構成を理解。
★実際のSDS（MSDS）記載文章を英語・日本語で対比して、具体的に検討。
★SDSやGHSにおいて使われる用語（英語）を日本語と対応させた用語集（対比表）を巻末に掲載。

【本書のポイント】

本編

第1章　MSDSとは
1.世界にはどのような制度があるか
2.それぞれのMSDS（SDS）がめざすところ

第2章　MSDSに求められる記載事項
1.国内三法に基づくMSDSの記載事項
2.JIS Z 7250:2010　3.ISO 11014:2009
4.JIS版とISO版の記載項目の比較
5.米国におけるSDS　6.EUにおけるSDS
7.英国におけるSDS　8.シンガポール
9.国連欧州経済委員会（United Nations
　　 Economic Commission for Europe; UNECE）

第3章 ISO 11014:2009及びJIS Z 7250:2010の
記載内容の対比解釈

1.主な用語の定義
2.ISOで用いられる助動詞による拘束性の違い
第4章　GHS・分類表示関連
1.GHS分類（GHS Classification）に基づく

危険有害性
2.GHSに基づくPictogram（絵表示）の英語表現

3.Hazard Statement及びPrecautionary
Statementのコード化

4.R-phrase（s）（リスクフレーズ）及び
S-phrase（s）（セーフティフレーズ）

第5章　実例MSDS記載内容の（英・日）比較解釈

第6章　輸送関係における化学物質の危険有害性
1.MSDS（SDS）記載事項
2.国連危険物輸送勧告（UNRTDG）
3.国連番号（UN Number）
4.国連分類
5.国連輸送名（品名）（Proper Shipping Name）
6.包装等級（Packing Group）
7.EmS Guide（危険物を運送する船舶の非常措置）

第7章　MSDS（SDS）に関するQ&A
1.国内三法MSDSに関するQ&A
2.米国のSDSに関するQ&A
3.EUのSDSに関するQ&A
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